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園長 小鳥 有子 

１ 園の経営目標 
・子どもの最善の利益を尊重し、生活･遊びの体験を通して「生きる力」の基礎を育む。 
・保護者と共に「育ち合う」「育て合う」関係を構築する。 
・地域子育て支援の拠点となり、子育て家庭への支援をする。 

 

２ 園の現状 

・子どもたちにとって保育園は保育者との信頼関係を基盤に安心できる場になっており、自分か
ら遊ぶ場所、使うものなどを見つけ夢中になって遊んでいる。 

・保育者は、教育・保育の充実をめざし、育ちの連続性を考えながら環境づくりを工夫している。 

・コロナ禍において保育内容が保護者に伝わるように、導入されたICTを積極的に活用している。日々

の子どもの様子やクラスだよりでは、写真を活用して発信し、子どもたちの成長を保護者と共有し

ながら家庭との連携を丁寧に行っている。 

 

３ 今年度の重点的項目 
重点的に取り組んで 
いきたい事項－１ 子どもが主体的に関わり、遊びや生活を豊かにする環境を充実させる 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・子どもの発達や興味、関心に応

じた環境を整える。 

・子どもたちの興味や関心を捉え、意図的に環境を設定 

し、遊びが発展するような準備をする。 

・体を動かす楽しさや心地よさを

感じて遊べる環境を整える。 

・幼児期に習得したい３６の動きを遊びの中に意識して取

り入れ、「やってみたい」と感じられるような環境をつ

くる。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－２ 子ども一人一人の多様性を尊重した教育内容を推進する 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園全体で子どもの姿を共有し、 
 理解を深める。 

・外国籍の子ども、特別に支援を要する子どもを含め、子
ども同士が互いに育ち合えるような支援方法を学び、指
導力の向上につなげる。 

・全職員で一人一人の子どもへの配慮などについて共有し
連携を図る。 

・人権について学びを深める。 
・人権について事例を用いた学びの場を定期的に設け、自

らの姿を振り返る機会とし、実践に活かしていく。 

重点的に取り組んで 
いきたい事項－３ 

様々な体験を通して、豊かな感性を育む 

具体的な取り組み 

項  目 具体的な内容 

・園庭の自然環境や近くの荒川土

手の自然に日常的に触れる環境

を整える。 

・自由に触れたり摘んだりできる草花をプランターで育て
自然物を使った遊びができる環境を整える。 

・ビオトープのようなコーナーを園庭に作り、土手で見つ
けた植物や生き物に触れたり、育てたりする。 

・絵本コーナーを充実させ、じっ
くりと親しめる環境を工夫す
る。 

・年齢、季節、子どもの発達に合わせて、興味や関心につ

ながる絵本環境を整える。読み聞かせを通して想像力、

言葉の発達を育む。 

・年齢に合わせた絵本の貸出しを継続する。 


